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林野火災とその対策（２）
一 一

した林野火災は，市街地に接近して森林・市

山地の境界にある複数の建物を焼失させた。

同に年の10月，米国のオークランド市にお

いて林野と住宅が混在する区域で火災が発生

して，数百棟の住宅が焼失し，数十人の住民

と消防隊八が死已した。これらの火災によ

り，閥は咒なっても巾街地と林野の境界で発

唯する火災においては，道銘の未整備，停電

に伴う水道の断水等共通した課題があること

が分かった。

近年，地球環境の保全と熱帯林の保護が強

く求められており，今年の６月にブラジルで

行われた国辿会議において，各閥の持続的な

発贋を目指して，開発と自然保護の調和を図

るための森林宣言が提案された。開発途上国

では，熱帯林の消失・劣化が進むにつれて人

規模林野火災が発生しており，熱帯林・幼齢

林保護の観点から林野火災対策は緊急の課題

となっている。ここでは，1981年に国連が圭

催した森林火災対策に関するセ ミナーの資

料と，筆者らが消防技術協力のためインド

ネシアを訪れた時に得た資料等 を もとに

して，先進国の森林火災と開発途上国の森林

火災の 一端を紹介して参考に供したい。
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森 林 火 災 は 森 林 で 発 生 す る 火 災で あ り， 林

野火災は森林のほか草地・原野で発生する火

災も含む。森林火災と林野火災が明確に区別

さ れ る 場 合 もあ れ ば， 曖 昧 に 使 わ れ る こ と も

あ る。 最 初 に 世界 の 森 林 分 布 の 既 要 に つ い て

述 べ， そ の 後 で ４ 林 火 災 の 発生 状 況 と 火 災 対

策に言及する。

（1）世界の森林面積と森林火災

世界全体の森林面積は432,050万haであ

り，これは令陸地面積の約32.3％を占めてい

る。森陣面積のうら各ブロックで占める森林

而 拮 の 割 合 は， 北 ア メ リ カ 冒｡0％(18.0) ，

ヨーロッパ40％(3.6)，開発途上国,1.5％

(45.2)，日木0.6％(0.3)となっている。ただ

し， 括 弧 内 の 数 値 は 陸 地 而 積 の割 合で あ る。

一 人 当 た り の 森 林lfli積 は， 医 界 平 均 で は0.9

ha／大であるが，ヨーロツパ，日本，中国で

はそ れ ぞ れ0.3 ，0.2，0.ｈ ａ／ 大 で あ り ， こ れ

らの[lqで は か な り 小 さ い 。

森 林 は， 広 葉 樹 林 ， 針 葉樹 林 ， 針 ・ 広 葉 樹

林 に人 別 で きる。 広 簗樹 林 の 人 部 分 は， 赤道

を 挟 む ベ ル トの 中 に 含 ま れ， こ の地 域 の 森 林

は熱 帯 林と 呼 ば れ る。 そ の北 端 は巾 国 南 部 及

び メ キ シ コで， 南 端 は了 ル ゼ ン チ ン北 部， マ
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ダカスカル， オーストラリアである。一方，

針葉樹林はツンドラと温帯林に挟まれる部分

に存在する。針・広葉樹林( 温帯林) は広葉

樹林帯と針葉樹林帯 の間にあり，中央，南

ヨーロッパ，東アジア，北米アメリカ，南米

西部，南アフリカ，オーストラリア，ニュー

ジーランドに分布している。

各国の森林火災の件数は年によって大きく

異なる。 1978年の森林火災について，各国の

森林面積，年焼損面積，森林面積に対する焼

損割合，年問火災件数，１件あたりの平均焼

損面秘及び損害額を表１に示す。なお，損害

額は米国ドルに換算したものである。

こ の 年 の 森 林火 災 が多 い 国 は，米 国

(107,944 件)， カナダ(8,049 件)， フランス

(6,973 件)，イタリア(5,775 件)，ポルトガル

I)
衷 １　 外 国 の 林 野 火 災 件 数 と 焼 損 面 積(1978 年)
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(2,241件)， ポーランド(1,711 件) 等の順で

ある。

年間の焼損面積をみると，米国(496,496

ha)，カナダ(289,413 ha)，スペイン(175,631

ha)，フランス(46,701 ha)，イタリア(44,000

ha)，ギリシヤ(19,972 ha) 等の順で大きい。

また，１件あたりの焼損面積は， スペイン

(52.24ha ／件)，カナダ(35.96ha ／件)，ポル

トガル(30.42ha ／件)，ギリシヤ(24.48ha ／

件)，スエーデン(8.99ha ／件)，英国(6.29 ha

／件)， 米国(4.60 ha ／件) の順で大きい。

1978 年には，地中海沿岸の西部は乾燥した日

が続き，スペイン，フランスでは森林火災が

多く，その被害 も大 きかった。なお，各 ブ

ロック別の1978 年の森林火災の件数と年焼

損面積の推定値は，以下の通りである。

北米( 火災件数，153,000 件， 年焼損面積

999,000 ha)。

旧ソ連を除くヨーロッパ( 火災件数43,000

件，年焼損面積880,000 ha)。

森林火災の原因としては，人の不注意が大

半を占めるが，放火と落雷の割合がかなり大

きい国 もある。 1978年の火災からみると，放

火の割合が大きい国は，イタリア(45 ％)，ス

ペイン(45 ％)， 米国(32 ％)， ポルトガル

(30％) で，落雷の割合が大きい国は，カナダ

(27％)，スウェーデン(18 ％)，米国(7 ％)

であった。

(2) 林野火災対策

林野火災対策を推進する場合の具体的な項

目として，火災予防，早期発見，地上からの

消火，航空機を利用した消火，機器の研究開

発，森林火災の危険度評価手法の確立等があ

り,国によって独自の方法が検討されている。

カナダでは，降水量と土壌に含まれる水分

９－



表 ２ 外国の大規模 林野火災

国 地　　 峨 期　　　 問 焼棚面禎 死　 者 焼損した
住　　 宅

原　　　 因 消　 防　 隊

(万ha) (人) (棟)

中　　国

米　 国

インド
ネシア

インド
ネシア

大興安 嶺

イェ ロ ースト ー ン
公園

東カリマン タン州

東カリマン タン州

1987年 ５月 ６日～
６月２日

1988年 ６月～11月

1982年 ９月～
1983年 ５月

1991年 ８月～10月

150

56

360

0.08

193

0

0

0

10000 不 注 意( 草 刈 り 機
の操作中),たばこ
落雷

焼畑

焼畑,石炭 層火災

兵士． 住民　 森 林

公園管理者，住民

HPH 所有者，住民

ＨＰＨ 所有者，住民

の蒸発量を使って毎日の森林火災気象指数を

計算し，火災危険度の変動を予測している。

また，エアタンカー（ＣＬ- 215,215 L）と呼ば

れる水陸両用の航空機を使った空中消火体制

が確立されている。最近，カナダ東部のケ

ベック州だけで も19 機のエアタンカ ーを

持っており，500 基の観測塔を全廃して， 森

林火災の多発シーズンには25 機の軽飛行機

を使って監視する方式を採った。

オーストラリアでは，午前９時までの降水

（ＨＰＨ : 森林伐採権）

Ｒａting Sｙｓtｅｍ ） を 確 立 した 。 こ の シ ス テ ム

の 開 発 に よ り， 専 用 コ ン ピ ュ ー タを 使 っ て 火

災 の 拡 大 危 険 度 が 容 易 に 計 算 で き る よ う に な

り ， こ の シ ス テ ム は 広 く 利 用 さ れ る よ う に

な っ･だ。 ア メ リ カ全 土 の800 以 上 の 火 災 気 象

観 測所 が ， こ の シ ス テ ムを 利 用 し て 火 災 の 発

生 と拡 大危 険 度 を予 測 し て， 火 災 の 拡 大 防 止

を 図 っ て い る。 な お ， こ の シ ス テ ム は， 現 在

もな お 随 時 改良 さ れ て い る。

量，最終降雨日からの日数，乾燥度，気温，　　3. 外国の大規模林野火災

風 速 等 を 使 っ て 火 災 危 険 度 が 容 易 に 計 算 で き

る 森 林 火 災 危 険 度 計 算 尺 を 作 成 し て 使 用 し て

い る 。 ま た ，地 域 の 火 災 危 険 度 を 求 め る の に ，

火 災 期 の 火 災 件 数 割 合 ， 火 災 期 の 期 間 ， 斜 面

方 位 ， 斜 面 傾 斜 度 ， 地 被 物 の 乾 燥 状 態 ， 過 去

の 火 災 発 生 状 況 ， 住 宅 の 密 度 ， 避 難 道 路 の 状

況 ， 消 防 隊 の 状 況 等 の10 項 目 に つ い て ５ 段

階 で 評 価 し て ， そ れ ら を 合 計 し て 各 地 域 の 総

合 火 災 危 険 度 を 評 価 し て い る 。 総 合 火 災 危 険

度 が 高 い 地 域 で は ， 消 防 用 水 ， 避 難 道 路 ， 防

火 帯 を 設 置 し な け れ ば ， 住 宅 等 は 原 則 と し て

建 築 で き な い 地 域 も あ る。

米 国 森 林 局 は ， 人 工 衛 星 デ ー タ を 使 っ て 全

国 の 森 林 可 燃 物 を13 種 類 に 大 別 し ， そ れ ぞ

れ の 森 林 毎 に 火 災 の 発 生 危 険 性 ， 拡 大 危 険

性 ， 燃 焼 危 険 性 等 に つ い て 予 測 で き る 森 林 火

災 の 危 険 度 等 級 法 （ＮａtｉｏｎａＩ Ｆｉrｅ Ｄａｎｇｅr
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外 国 の 超 特 大 規 模 の 林 野 火 災 を 表 ２ に 示

す。 林 野 火 災 の定 義 があ い ま い で ， 火 災 が 大

規 模 に な っ た も の あ る い は 住 宅 を 焼 失 さ せ た

もの だ け を 火 災 と し て カ ウ ン ト す る 国 もあ

る。 以 下 に 大 規 模 火 災 の 概 要 と そ の後 の火 災

対 策 を 示 す。

田　 イ ンド ネ シ アの 林 野 火 災

1982 ～3 年 にか け て，イ ン ド ネシ ア で は今

世 紀 最 大 とい わ れ る大 規模 林野 火災 が 発 生 し

た。 そ の 焼 損 面 積 は360 万ha に も及 び， 面

積 で は 九 州 全 域 に 匹 敵 す る も の で あ っ た。

1991 年 に ，東 カ リ マ ン タ ン州 の 同 じ地 区 にお

い て も林 野火 災 が 発生 した 。 この 年 の １月 か

ら10 月 ま で の 林 野 火 災 は 全 国 で72 件 で あ

り ， 出 火 原 因 で は焼 畑 の 火 入 れ， た ば こ の投

げ 捨 て, 牧 草 地 の 火 入 れ ，た き火 等 で あ っ た。

特 異 火 災 と し て， 長 期 間 燃 え続 け て い る 石 炭

一　　　　　　　　　　　　　　　　　 消防科学と情報



層 火 災 の 火 が 森 林 に 延 焼 し た ケ ー スが あ る。

カ リ マ ン タ ン島 （ ボル ネ オ島 ） で は， 地 下 数

メ ート ル の 所 に 石炭 層 が あ る箇 所 が あ り ， そ

れ が燃 え 出 す と ス コ ール が あ っ て もな か な か

消 火 で き な い。 石炭 層 火 災 は ， ブ キ ット スハ

ル ト地 区 （77,000 ha ） にお い て35 箇 所 が 確

認 さ れ て い た。 こ の石 炭 層火 災 に 対 し て は，

パ ト ロ ー ル の強 化 ， 林 道 の開 設あ る い は周 辺

の 可 燃 物 の 除 去 に よ り 森 林 へ の 延 焼 を 防 い

だ。 林 野 火 災 が 乾 季 に集 中 し て頻 発 し， し か

も多 く の 火 災 が 大 規 模 化 し た要 因 と し て以 下

の こ と が 指 摘 で きる。

ア　 長 期 問 の 少 雨

カ リ マ ン タ ン島 の 東 部 に 位 置 す るバ リ クパ

パ ン市 で は ，年 間 降 雨 量 は 平 均 す る と2,223

皿 で ， 乾 季 と 雨季 の差 が あ ま り な い。 こ の よ

う に １年 を 通 じ て月 平 均100 � 以 上 の降 雨量

が あ る 地 域 な の に，1991 年 の7,8,9,10 月 に

限 っ て 降 雨 が 少 な く ， 顕 著 な 少 雨状 態 （干 ば

つ） に な っ た。 こ の 少 雨 によ り 空 気 が 乾 燥 す

る と と もに 樹 木 の 葉 が 落 ちて 地 上 に堆 積 し，

雑 草 の ア ラ ン ア ラ ンが 枯 れ て 燃 え 易 く な っ

た。

イ　 熱 帯 林 の劣 化 と焼 畑

イ ン ド ネ シ ア共 和 国 で は， ジ ャワ 島 の面 積

割 合 は6.9 ％ で あ る の に 対 し て 人 口 割 合 は約

60％ を 占 め てお り，極 端 な 人 口集 中 が 見 ら れ

る。 政 府 は ジ ャ ワ島 か ら 外 島 （ ジ ャ ワ島 以 外

の 島） へ の 移 住 政 策 を 進 め て お り ， 東 カ リマ

ン タ ン 州 で は 年 間 の 人 口 増 加 率 は3.90 ％ と

な っ てい る。 こ の州 に 移 住 し た 農民 の一 部 は

無 秩 序 な 焼 畑 を 行 っ て い る。 焼 畑 農民 は 全国

で 約150 万 世 帯 で ， 東 カ リ マ ン タ ン州 だ け で

も約 ５万 世 帯 と な る。 林 業 省 の 推 計 に よ れ

ば， 焼 畑 農 家 １ 世 帯 は ３年 毎 に1ha ず つ 焼
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畑を行っており，年間の焼畑対象面積は50

万ha で，火入れの件数は年 間50 万件にな

る。この焼畑耕作に伴う火入れからしばしば

火災が発生する。焼畑跡の放置された森林に

は雑草アランアランが繁茂し，森林の劣化・

荒廃が進む。焼畑が繰り返されることにより

森林が荒廃し，火災の拡大し易い森林が作ら

れている。

このような現状に対してインドネシア共和

国では,焼畑の規制強化,防火帯の作設，森林

消防隊の創設等を図ることにより林野火災対

策を整備しようとしている。 また，荒廃地に

おける植林事業の推進を宣言し，ＨＰＨ（森林

伐採権）所有者に対して伐採制限を強めるこ

とにより，熱帯林の保護政策を進めている。

（2） 大興安嶺の林野火災

この火災は，1987 年の５月 ６日に中国東北

部の大興安嶺山脈で発生したもので，25 日間

燃え続 けて，133 万ha の広 範囲 の森林 と

61.4万� の建物と，集材機等の機械設備等を

焼失させた。被害総額は50 億ドルを超える

と推定された。火災は数 ヵ所から発生したも

ので，原因は草刈り機の給油中の不注意とた

ばこである。火災発生後，地元の林業従事者

と住民がただちに消火に努め，いったん消火

したものの，夜になると強風が吹き始め，再

び燃え出した。この火災は強風に煽られてま

たたくまに拡大した。この火災により193 人

の死者と226 人の負傷者がでた。この火災の

消火のために，兵±4 万4,000 人と森林警察，

消防隊員，林業労務者，地元住民を含めた５

万8,800 人が活動した。　この火災を教訓とし

て森林防火条例が発布された。この条例は７

章38 ヵ条に分かれ, 森林防火の方針, 森林防

火の組織，森林火災の予防措置，森林火災の



鎮火，森林火災の統計調査，奨励と処罰など

が含まれていて，火災が発生拡大した場合の

責任体制が明確にされた。なお，この火災は，

ソ連側にも２ヵ所飛火して拡大しており,そ

の焼損面積は360～600 万ha に及ぶと推定さ

れるため，中国とソ連の林野火災を合計した

面積は北海道に匹敵すると推定される。

（3） イェローストーン公園の林野火災

イェローストーン国立公園はアメリカ合衆

国のロッキー山脈中にあり，その面積は約90

万ha で，公園全体の約80 ％ が森林であり，

ロッジポールマツと呼ばれる針葉樹が多い。

この公園を管理している公園局は，1880 ～

があり，約５ヵ月にわたって燃え続けた火災

は鎮火した。この年，アメリカ中西部とカナ

ダ西部は，４月から７月にかけて100 年に一

度とよばれるほどの大干ばつになり，８月以

降も少雨状態が続き火災の完全消火を困難に

した。この火災はオールドフェ イスフル地

区，クッコ市，シルバーゲート，西イエロー

ストーンの町を危険にさらした。一万人の市

民と軍の消防隊が消火活動に従事した。この

火災の後，従来の火災管理計画を堅持するも

のの，干ばつと森林火災が同時に進行する場

合の消火活動の問始条件が再検討された。

1972 年の間，公園内で発生する火災に対し　　4. おわりに

て，早期発見と早期消火の方針を取ってき　　　 世界の森林火災の発生状況を紹介するとと

た。その後，自然環境に対する火災の役割に　　 もに，干ばつに起因して大規模化した林野火

ついて見直しが行われ，1972 年（公園創設　　 災をいくつか紹介した。日本では，干ばつは

100 年後)，イェローストーン公園の火災管理

計画を策定して，落雷等の自然現象に起因す

る火災は厳重な監視のもとに放置する方針を

決定したｏ ただし，人や財産をおびやかす場

合には直ちに消火する措置が採られる。その

後，1988 年の６月中旬，イェローストーン国

立公園で複数の林野火災が発生した。火災原

因の多くが落雷であり，しかも火災現場の大

部分は国立公園であったため，当初，公園局

は計画に従って火災を消火するよりも厳重な

監視のもとに燃えるに任せる方針をとった。

しかし，７月21 日には焼損面積が0.65 万ｈａ

20 日以上（夏期）あるいは30 日以上（冬期）

も降雨がない日照り状態をいうが，干ばつに

なると小河川は干え上がって，消防水利が絶

対的に不足する上に土壌内部まで乾燥して，

完全消火が困難となる。このような干ばつ時

の火災防ぎょのあり方を見直すとともに，火

災の多発期において，無降雨日数が２週間あ

るいは３週間に及ぶ気象条件下の監視とパト

ロール体制を検討しておくことが必要と思わ

れる。
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